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3 16
2020 元

76
月

竹の台の人口 8,972 人 世帯数 3,853　15 歳未満 1,094 人 75 歳以上 1,196 人 令和 2 年 1 月神戸市住民基本台帳より

令
和
2
年
1
月
5
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
「
竹
の
台
円
卓
会
議
」
に
て
、
竹
の
台
地
域
委
員
会
に
所
属
す
る
45

名
の
委
員
が
上
記
テ
ー
マ
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
前
号
（
第
75
号
）
の
竹
の
台
総
合
新

聞
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
竹
の
台
地
域
委
員
会
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た
意
見
を
「
竹
の
台
か
ら
西
神

中
央
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
10
の
提
案
」
と
し
て
ま
と
め
、
2
月
26
日
、
神
戸
市
長
宛
「
わ
た
し
か
ら
神
戸
市
へ

の
提
案
」
と
し
て
、
下
記
前
書
き
と
と
も
に
送
付
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
当
地
域
に
関
係
の
あ
る
西
区
選
出
の
市
議

会
議
員
4
名
に
送
付
し
ま
し
た
。
神
戸
市
か
ら
は
3
月
5
日
付
で
下
記
の
よ
う
な
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

※約45cm×55cm
くらいまで
※透明・半透明の 
レジ袋LLサイズまで

公示期間　4 月 1 日（水）～ 4 月 10（金）

4 月 26 日（日）10 時～ 12 時　地域福祉センターで

 竹の台地域委員会役員の任期満了に伴い、地域の皆さんから、今後 2 年
間の竹の台地域の活動を支えていただく地域委員会の役員を募集します。

 応募用紙（竹の台地域福祉センターに設置）に必要事項をご記入の上、
竹の台地域福祉センターにご提出ください。（自治会・管理組合には文書で
お知らせします）

役員の選任は、竹の台地域委員会規約第 10 条に基づき、4 月 26 日（日）
に開催される「令和 2 年竹の台地域委員会定期総会」にて行なわれます。
地域のみなさまの積極的なご応募をお待ちしております。

　竹の台から西神中央のまちづくりを考える 「10 の提案」　　　

2 月 26 日送付「わたしから神戸市への提案」　前書き内容　　

神戸市からの回答　　

1　　

2　　

3　　

1
西神中央地域の現状と将来を見据えて、「住民参画による総合的・長期的なまちづくり
計画」を策定する。
※計画策定に引き続き、西神中央地域のまちづくりに長期的に関わってもらえる
「西神中央まちづくりアドバイザー」を設置する。

2 住民同士がつながり、支えあうために、誰もが共に集い、交流できる場を作る。
（駅周辺、公園、管理組合集会所の活用など）

3 新しくできる芸術文化ホール、図書館の運営に住民が積極的に関われるようにする。

4 住民ニーズに合った商業施設（地区センター、近隣商業施設（○○プラザ））を整備する。　　
※近隣商業施設のスーパーは危機的状況。空きスペース問題。

5 子育て世代をまちに呼び込むために、域内の学校園で特色ある取り組みを行ったり、
設備や運営を魅力あるものにし、その魅力をアピールする。

6 リノベーション神戸第 2 弾に見合う、保育所・幼稚園入所者数を確保する。

7
小学校区単位で高齢者が相談できる窓口を設置する。
※現在の「西神中央あんしんすこやかセンター」（地域包括ケアセンター）の配置では
マンパワー不足と地域との連携困難。

8
地域活動への IT の活用
住民組織の運営や活動の再構築、高齢者の見守り、子育て世代への情報提供、
災害時に役立つ IT ツールを開発したり、導入を支援する。

9
「ニュータウン住民」×「農」の拠点を西神中央のランドマークに。西区の特色である
「農」とニュータウン住民が交流できる場を作る。
単なる農産物の販売場所ということではなく、魅力的な「農」を西神中央から発信す
る場とする。

10
まちに愛着がわくような「シンボル」的なものを作る。

（例）道路に愛称をつける。オリーブを使ったまちづくりを西神中央全体に広げる。
        （まずは西図書館・ホールから）

神戸市長　久元　喜造様

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は竹の台地域の活動にご支援賜わり、厚くお礼申し上げます。

さて、昨年１２月「リノベーション神戸第２弾」が発表されました。「西神中
央活性化プラン～進化する上質なまち～」の中では、西神中央周辺の住機能の強
化や西神中央駅周辺のリニューアルについて記載されています。神戸市が開発し
た大規模ニュータウン、西神中央地域も入居から４０年近く経過し、施設や設備
の老朽化、住民の急速な高齢化により様々な課題が出てまいりました。若い世代
が流入することにより街が再活性化することに、大きな期待を抱いています。

一方、昨年１０月にそごう西神店の閉鎖が発表され、住民からは「西神中央の
ブランド力が低下するのでは」という不安の声も多く聞こえてきます。

竹の台地域委員会では、西区役所の移転や図書館・文化芸術ホール、プレンティ
広場の活性化の議論に際して、一貫して「駅周辺の、個々の施設・設備の話だけ
ではなく、西神中央地域全体の視点から、土地利用・施設や設備の整備・まちづ
くりを計画的に取り組むべきではないか」と神戸市に提案してまいりました。

そこで、令和２年１月５日に開催した「竹の台円卓会議」（竹の台地域の自治
会・管理組合・地域団体から４５名が参加）で、「神戸市リノベーション第２弾
～西神中央活性化プラン」について西区まちづくり課から説明を受けた上で、「竹
の台から西神中央のまちづくりについて考える」と言うテーマでワークショップ
を実施しました。その際の住民の提案をとりまとめましたものを同封させていた
だきます。

全国的に少子高齢化が進むなか、リノベーションでこの地域を若い世代に魅力
ある「住んでみたいまち」にすることは重要だと思います。しかし、住んだ人が「住
み続けたいまち」にするには、住んでいる人自身が、まちを魅力的なものにして
いく努力も必要です。

神戸市には、ハード面だけでなく、そのような人達を醸成し、つなぎ、動かす
仕掛けを考えていただき、農村・工業地域・商業地域・学園に隣接するこの地域
の優位性を活かしながらブランド力を高め、魅力あるまちになることにご支援・
ご指導賜りたいと存じます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和２年２月２６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹の台地域委員会

神市長広聴第 060388 号　
令和 2 年 3 月 5 日

竹の台地域委員会委員長
筧　進　様

神戸市長　久元　喜造

この度は、「わたしから神戸市への提案」で貴重なご提案
をお寄せいただき、ありがとうございます。

西神住宅団地では西区庁舎の移転を契機の一つとして、文
化・芸術ホール、新西図書館などの整備を進めるとともに、
西神中央駅周辺のリノベーションに取り組み、エリア全体の
魅力向上を図ることとしています。

さらに昨年度末に発表した「リノベーション・神戸第 2 弾」では、西神中央駅周辺
における住機能の強化、新たな施設への歩行者動線整備、プレンティ広場のリニュー
アル整備、子育て世帯が集う場の整備など今後の取り組みについてお示ししました。

ご提案いただきましたように、企業、そして住民の皆さまと一体になり、「住み続
けたいまち」を目指していきますので、引き続き本事業へのご理解・ご協力をお願い
いたします。

筧様からいただいたご提案は、今後の取り組みの参考にさせていただきます。また、
お気づきの事がございましたら、ご提案いただきますようお願いいたします。

【担当】「わたしから神戸市への提案」について：市長室広報戦略部広聴課

自治会・管理組合・管理会の会長、理事長の方はご出席お願い
いたします。（総会へは、代理出席はできません）　　　　　

竹の台地域委員会 役員募集

竹の台地域委員会 総会のお知らせ
燃えないごみ

場所を分ける

カセットボンベ・スプレー缶

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ・
ス
プ
レ
ー
缶
の

出
し
方
が
変
わ
り
ま
す

穴開けが不要になります

※中身を使い切って、午前5時～午前8時までに出してください。

中身の見える袋でOK！

燃えないごみと場所を分けて出してください

指定袋は使用できません

西
神
中
央
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

 

「
10
の
提
案
」を
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た

4
月
か
ら

竹の台から
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美
賀
多
台
１
丁
目
に
建
設
予
定
の

文
化
施
設
（
文
化
・
芸
術
ホ
ー
ル
と

図
書
館
）
に
つ
い
て
の
説
明
会
が
、

２
月
25
日
（
火
）
プ
レ
ン
テ
ィ
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
28
日
（
金
）、
29
日
（
土
）

に
も
開
催
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
影
響
で
延
期

に
な
り
ま
し
た
。
再
開
の
日
程
が
決

ま
り
ま
し
た
ら
、
回
覧
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。   

着
工
予
定
日　

令
和
2
年
11
月
1
日

完
成
予
定
日　

令
和
4
年
3
月
31
日

建
物
の
階
数　

地
上
3
階
、地
下
10
階

駅
に
面
し
た
東
側
に
ホ
ー
ル
、
西
側

が
図
書
館
に
な
り
ま
す
。

■神戸市
西神中央文化・
芸術ホール等
整備事業

平
成
28
年
7
月
の
ス
ー
パ
ー
万
代

開
店
後
、
セ
ン
タ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
西
側

か
ら
万
代
ま
で
の
歩
道
の
人
通
り

（
特
に
夜
間
）
が
増
え
ま
し
た
が
、

周
辺
環
境
は
前
の
ま
ま
。
道
路
側
と

マ
ン
シ
ョ
ン
側
の
樹
木
が
生
い
茂

り
、
暗
く
て
見
通
し
が
悪
く
、
毎
年

夏
と
冬
に
行
な
っ
て
い
る
「
竹
の
台

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
」
で
も
、
防
犯
上

の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
の
11
月
、
神
戸
市
西
建
設
事

務
所
か
ら
各
自
治
会
・
管
理
組
合
に

「
街
灯
設
置
要
望
に
つ
い
て
」
と
い

う
文
書
が
送
付
さ
れ
ま
し
た
。
神
戸

市
が
人
口
減
少
対
策
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
神

戸
～
人
に
や
さ
し
く
明
る
い
神
戸
」

の
一
環
と
し
て
“
ま
ち
な
か
街
路
灯

の
大
増
設
と
L
E
D
化
”
を
進
め
て

お
り
、
団
体
と
し
て
街
灯
設
置
や

L
E
D
化
の
要
望
が
あ
れ
ば
提
出
し

て
欲
し
い
と
の
こ
と
。

そ
こ
で
、
１
月
22
日
、
竹
の
台
地

域
委
員
会
と
西
区
青
少
年
育
成
協
議

会
竹
の
台
支
部
が
連
名
で
、
こ
の
歩

道
へ
の
街
路
灯
設
置
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

３
月
１
日
に
「
照
明
灯
を
設
置
す

る
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
」
と
い

う
看
板
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
４
基

の
街
路
灯
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

西
建
設
事
務
所
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、「
以
前
か
ら
の
要
望
も
あ
り
設

置
に
至
り
ま
し
た
。」
こ
の
新
聞
が

皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に

は
、
通
電
の
工
事
も
終
わ
っ
て
照
明

が
つ
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

同
時
に
生
い
茂
っ
て
い
た
街
路
樹
も

剪
定
さ
れ
、
見
通
し
も
良
く
な
り
ま

し
た
。

街
路
灯
設
置
要
望
書
に
つ
い
て

は
、
昨
年
末
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
に

参
加
さ
れ
た
自
治
会
・
管
理
組
合
の

担
当
者
の
方
に
提
出
協
力
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
竹
の
台
で
は
、
戸
建

て
自
治
会
２
団
体
、
戸
建
て
管
理
組

合
３
団
体
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

１
団
体
、
合
計
６
団
体
か
ら
要
望
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
順

次
現
地
調
査
の
の
ち
、
工
事
に
取
り

掛
か
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

竹
の
台
小
や
西
神
中
へ
の
通
学
路

（
通
称
「
あ
か
み
ち
」）
に
も
足
元
灯

が
設
置
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

住
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
引
き
続

き
ご
自
宅
の
門
灯
の
点
灯
で
、
竹
の

台
全
体
の
防
犯
力
ア
ッ
プ
に
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2
月
2
日
（
日
）、
竹
の
台
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、「
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
組
合
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
15
名
。
た
だ
し
、
当

該
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
か
ら
の
参

加
者
は
2
団
体
5
名
と
、
過
去
最
低

で
し
た
。（
左
表
）

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
大
規
模
マ

ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
防
災
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」。
昨
年
10
月
の
台
風

19
号
で
首
都
圏
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

が
被
災
し
た
際
、
停
電
が
長
引
き
住

民
が
大
変
だ
っ
た
と
い
う
事
例
や
、

避
難
所
に
行
っ
た
も
の
の
、
ど
こ
も

満
員
で
転
々
と
さ
せ
ら
れ
た
事
例
は

皆
さ
ん
も
ニ
ュ
ー
ス
等
で
ご
存
知
だ

と
思
い
ま
す
。

竹
の
台
に
は
６
つ
の
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
組
合
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
居
住
者
が

多
い
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
の
方
々
が
ど

う
対
応
さ
れ
る
の
か
は
、
竹
の
台
地

域
の
災
害
対
応
を
考
え
る
上
で
非
常

に
重
要
で
す
。

平
常
時
に
、
個
々
の
管
理
組
合
と

竹
の
台
地
域
委
員
会
と
で
災
害
対
応

の
体
制
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
、
今
回
の
テ
ー
マ

と
し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

具
体
的
な
事
例
を
お
聞
き
し
た
上
で

議
論
を
深
め
た
い
と
考
え
、
兵
庫
県

立
大
学
大
学
院
減
災
復
興
政
策
研
究

科
の
宮
本
匠
先
生
に
講
師
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

宮
本
先
生
か
ら
は
、
近
年
の
災
害

の
傾
向
と
し
て
は
、
「
災
害
関
連

死
」
、
す
な
わ
ち
災
害
直
接
よ
り
そ

の
後
の
避
難
生
活
で
命
を
落
と
す
割

合
が
高
い
こ
と
。
「
避
難
所
が
足
り

な
い
」
「
避
難
所
が
予
定
通
り
使
え

な
い
」
「
避
難
所
に
行
け
な
い
」
な

ど
で
在
宅
避
難
や
車
中
泊
を
選
ぶ
人

も
多
く
、
そ
の
人
達
は
見
え
に
く
く

孤
立
化
し
や
す
い
こ
と
。

　

熊
本
地
震
や
大
阪
北
部
地
震
で
見

え
て
き
た
こ
と
は
、
外
見
の
被
災
が

少
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
は
支
援
が
集
ま

り
に
く
い
こ
と
や
、
た
だ
で
さ
え
在

宅
避
難
は
孤
立
し
が
ち
な
の
に
マ
ン

シ
ョ
ン
で
は
平
常
時
の
隣
近
所
付
き

合
い
が
少
な
く
戸
建
て
住
宅
よ
り
孤

立
し
や
す
い
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は

共
用
部
分
で
の
避
難
生
活
等
に
つ
い

て
考
え
て
お
く
こ
と
。

　

避
難
所
運
営
も
重
要
だ
が
、
避
難

所
は
絶
対
足
り
な
い
こ
と
も
前
提

に
、
避
難
し
な
く
て
良
い
よ
う
に
ま

ず
は
家
具
の
固
定
を
し
て
お
く
こ

と
、
な
ど
、
有
意
義
な
お
話
を
お
聞

き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
神
中
央
あ
ん
し
ん
す
こ

や
か
セ
ン
タ
ー
の
松
下
所
長
か
ら

は
、
セ
ン
タ
ー
で
も
災
害
時
要
援
護

者
の
検
討
会
を
し
て
い
る
が
、
災
害

時
は
１
対
１
対
応
は
で
き
な
い
の

で
、
地
域
で
の
対
応
を
お
願
い
し
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

し
か
し
、
役
員
全
員
の
参
加
を
呼

び
掛
け
た
も
の
の
、
参
加
し
て
い
た

だ
け
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の
方
と
は
、

情
報
の
共
有
は
も
ち
ろ
ん
、
議
論
も

で
き
ま
せ
ん
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
危
機
管

理
の
中
に
、「
地
域
と
の
連
携
」
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。災
害
時
に
は
、

個
人
・
家
族
・
一
管
理
組
合
だ
け
で

対
応
し
き
れ
な
い
の
が
わ
か
っ
た
の

が
、
25
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
教
訓
で
あ
る
は
ず
で
す
。

　

感
染
症
も
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
災
害

が
多
発
し
て
い
る
今
、
マ
ン
シ
ョ
ン

で
の
災
害
対
応
や
危
機
管
理
体
制
に

つ
い
て
、
お
住
ま
い
の
住
民
一
人
ひ

と
り
が
責
任
を
持
っ
て
考
え
、
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
た
だ
け
な
い

で
し
ょ
う
か
。

マンション名 参加
人数

1 2 丁目 アルファステイツ 4 人

2 6 丁目 エクセルシティ 0

3 6 丁目 ラ・フォルテ 1 人

4 6 丁目 アーブル・ヴェール 0

5 6 丁目 ジオ 0

6 6 丁目 プラウド 0

合計 5 人

当
日
は
、
ホ
ー
ル
と
図
書
館
に
つ
い

て
の
運
営
方
針
や
具
体
的
な
機
能
等

に
つ
い
て
の
説
明
後
、
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

駐
車
場
や
西
神
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
、

プ
レ
ン
テ
ィ
等
の
設
備
の
改
修
、
そ

2
月
13
日
（
木
）
徳
島
市
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
方
々
24
名
が

竹
の
台
地
域
委
員
会
に
研
修
に
来
ら

れ
ま
し
た
。

徳
島
市
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら

「
新
た
な
地
域
自
治
協
働
シ
ス
テ
ム

構
築
事
業
」
の
中
で
、
4
地
区
を
モ

デ
ル
地
区
に
指
定
し
、
活
動
や
計
画

の
策
定
を
行
い
、
そ
の
中
で
、
自
主

財
源
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
へ
の
取
り
組
み
も
考
え
て
お
ら
れ

る
よ
う
で
す
。

竹
の
台
地
域
委
員
会
の
組
織
や
活

動
内
容
、
た
け
の
パ
ー
ク
で
行
っ
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
取

組
み
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。行

政
の
シ
ス
テ
ム
が
違
う
の
で
、

一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
徳
島
市

で
も
、
自
治
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
や
後

継
不
足
、
行
政
か
ら
の
押
し
付
け
仕

事
が
多
い
、
そ
の
上
、
自
主
財
源
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
で
確
保
で

き
る
の
か
、
と
い
う
悩
み
が
あ
り
、

竹
の
台
地
域
に
対
し
て
、
地
域
活
動

を
担
う
組
織
に
大
切
な
の
は
「
事
務

局
機
能
」
で
、
現
在
の
事
業
を
継
続

す
る
に
は
、
こ
こ
は
無
償
で
は
な
く

対
価
を
払
う
べ
き
で
は
な
い
か
、
と

い
う
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

「
地
域
の
お
仕
事
を
お
手
伝
い
し
た

い
」「
お
友
達
（
顔
見
知
り
）
を
作
り

た
い
」「
会
社
の
仕
事
で
身
に
つ
け

た
特
技
を
地
域
の
た
め
に
役
立
て
た

い
」「
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
地
域

で
実
践
し
た
い
」
と
い
っ
た
方
を
対

象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
・
相

談
会
を
2
月
22
日
（
日
）
実
施
し
ま

し
た
。（
参
加
者
8
名
）

写
真
を
使
っ
て
竹
の
台
地
域
の
活

動
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

後
、
参
加
の
理
由
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。

・
人
と
の
関
わ
り
が
少
な
く
な
り
、

不
安

・
現
在
受
講
し
て
い
る
講
座
の
内
容

を
活
か
し
て
地
域
で
お
手
伝
い
で
き

れ
ば
い
い
な

・
孫
が
来
年
度
1
年
生
に
な
る
の

で
、
見
守
り
活
動
に
参
加
し
た
い

・
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
を
し
た
い

さ
っ
そ
く
皆
さ
ん
が
活
動
で
き
る
よ

う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
説
明
会
・
相
談
会
を
年
に
2

～
3
回
継
続
し
て
開
催
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

ただいま、広報部では、竹の台地域の情報をより適切
にわかりやすく、タイムリーに発信できるようホームペー
ジのリニューアルを進めています。住民の皆様のご意見を
集約するアンケートや、地域の緊急情報の発信を新たに加
え、スマホでも見やすい画面を目指しています。

4 月 26 日（日）の総会で、公開できるようにしたいと
考えています。

ご
う
撤
退
後
の
テ
ナ
ン
ト
に
つ
い
て

の
質
問
が
で
ま
し
た
。（
※
テ
ナ
ン

ト
は
未
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
）

詳
細
の
計
画
は
、
神
戸
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
西
神
中
央 

文
化
・

芸
術
ホ
ー
ル
等
整
備
事
業
」
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。

早く明るくな～れ！

参
加
者
が
少
な
か
っ
た
懇
談
会

今後継続して開催しますので、
ご参加お願いします

全体の外観

ホールと図書館をつなぐ共用部にアートや楽器、 芸術
にまつわる本等が並べられたアートウォールを設置

センターブリッジ

バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー

〒
西警察

万
代

西神中央駅西神中央駅

街
路
灯
設
置

西
神
中
央　

文
化
・
芸
術
ホ
ー
ル
等
整
備
事
業

地
域
か
ら
孤
立
化
し
や
す
い
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民

文
化
施
設（
ホ
ー
ル
・
図
書
館
）に
関
す
る
説
明
会

竹
の
台
・
マ
ン
シ
ョ
ン
懇
談
会

初
め
て

セ
ン
タ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
～
万
代

歩
道
が
明
る
く
な
り
ま
す
！

ホームページリニューアルのお知らせ

徳
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と

　
　

交
流
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
開
催

 

多
い
災
害
関
連
死

必
要
な
地
域
と
の
連
携

災
害
時
支
援
が
集
ま
り
に
く
い

　
　
　
　

マ
ン
シ
ョ
ン

明るい町へ
の取り組み
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①
認
知
症
に
つ
い
て

（
第
1
回
、
第
15
回
、
第
16
回 

実
施
）

「
認
知
症
」
と
は
、
様
々
な
病

気
が
原
因
と
な
っ
て
生
じ
る
症
状

の
総
称
で
す
。
神
戸
市
で
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
43
万
人
中
、
12
万

人
が
認
知
症
又
は
軽
度
認
知
障

害
（
M
C
I
）
と
推
計
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
国
の
統
計
で
は
、
65

歳
～
74
歳
の
2
.
9
％
、
75
歳
～

84
歳
の
1
3
.
6
％
、
85
歳
～
94

歳
の
4
1
.
4
％
、
95
歳
以
上
の

7
9
.
5
％
と
、
加
齢
と
と
も
に
認

知
症
の
人
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
割
合
で
上
の
（
1
）
の
竹

の
台
の
年
齢
別
人
口
を
割
り
戻
す

と
、
65
歳
～
74
歳
で
49
人
、
75
歳
～

84
歳
で
1
0
9
人
、
85
歳
～
94
歳
で

1
4
9
人
、
95
歳
以
上
で
29
人
と
な

り
、
合
計
3
3
6
人
の
方
が
、
認
知

症
ま
た
は
、
軽
度
認
知
障
害
と
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

「
認
知
症
」
の
50
～
70
％
が
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
症
、
15
～
25
％
が
レ
ビ

―
症
と
言
わ
れ
て
お
り
、
他
に
脳
梗

塞
等
の
血
管
性
の
も
の
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
現
状
で
は
直
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
薬
も

あ
る
の
で
、
早
期
受
診
、
早
期
治
療

共
通
の
「
中
核
症
状
」
と
し
て
は
、

記
憶
障
害
、
見
当
識
障
害
（
季
節
感

が
分
か
ら
な
く
な
る
な
ど
）、
実
行

機
能
の
障
害
（
2
つ
以
上
の
こ
と
を

う
ま
く
処
理
で
き
な
い
）
な
ど
が
あ

り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
う
つ
状
態
、

意
欲
の
低
下
、徘
徊
な
ど
の
「
行
動
・

心
理
症
状
」
が
現
れ
ま
す
。
昔
の
こ

と
は
よ
く
覚
え
て
い
た
り
、
五
感
や

情
緒
は
豊
か
な
ど
、
認
知
症
に
影
響

さ
れ
な
い
部
分
も
多
く
あ
り
ま
す
。

家
族
の
方
の
接
し
方
と
し
て
は
、

認
知
症
の
人
の
気
持
ち
を
知
っ
て
、

時
間
が
か
か
っ
て
も
見
守
る
な
ど
の

支
援
を
す
る
（
介
護
者
が
イ
ラ
イ
ラ

す
る
と
相
手
も
イ
ラ
イ
ラ
す
る
）
こ

と
や
、
い
つ
か
は
自
分
も
な
る
か
も

な
ど
と
割
り
切
っ
て
世
話
を
す
る
と

と
も
に
、
一
人
（
家
族
）
で
抱
え
込

ま
ず
、「
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン

（
第
3
回
、
第
10
回
、
第
18
回 

実
施
）

介
護
保
険
料
を
払
っ
て
い
れ
ば
、

65
歳
に
な
っ
た
時
点
で
「
介
護
保
険

証
」
が
自
宅
に
届
き
ま
す
が
、
介
護

保
険
が
適
用
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
場
合
に
は
、市
役
所
に
申
請
し
、

認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

介
護
認
定
の
申
請
書
は
、「
あ
ん

し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
」
に
あ
り

ま
す
。

あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

は
、
申
請
の
相
談
に
乗
る
ほ
か
、
場

合
に
よ
っ
て
は
申
請
書
を
自
宅
に
届

け
て
く
れ
ま
す
。

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
く

居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
入
所
に
分
か

れ
ま
す
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
は
、

①
訪
問
介
護
：
身
体
介
護
（
入
浴
補

助
、
お
む
つ
換
え
な
ど
）
や
生
活
支

援
（
掃
除
、
買
い
物
、
調
理
な
ど
）

②
福
祉
用
具
（
歩
行
器
、
ベ
ッ
ド
な

ど
）
の
貸
与
又
は
購
入

③
住
宅
改
修
（
手
す
り
取
り
付
け
、

段
差
解
消
な
ど
：
工
事
の
前
に
区
役

所
に
申
請
）

④
通
所
介
護
：
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
入

浴
、
食
事
、
機
能
訓
練
な
ど
）
や
デ

イ
ケ
ア
（
理
学
療
法
士
等
に
よ
る
機

能
回
復
訓
練
な
ど
）
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
（
短
期
の
宿
泊
を
伴
う
も
の
）

⑤
訪
問
看
護
（
看
護
師
に
よ
る
血
圧

チ
ェ
ッ
ク
、
服
薬
管
理
な
ど
）
や
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
（
第
2
回
、
第
3
回 

実
施
）

「
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
」

と
は
、
神
戸
市
の
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
の
こ
と
で
、
介
護
や
福

祉
を
専
門
と
す
る
民
間
の
事
業
者
に

委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
区
に
9
か

所
あ
り
、
竹
の
台
地
域
に
つ
い
て
は

「
西
神
中
央
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー
」
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
相
談
の

ほ
か
、
介
護
予
防
・
認
知
症
・
権
利

擁
護
の
普
及
啓
発
な
ど
が
主
な
業
務

で
す
。

が
重
要
で
す
。
病
気
が
理
解
で
き
る

時
点
で
受
診
し
、
少
し
ず
つ
理
解
を

深
め
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
で
、
生

活
上
の
障
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

神
戸
市
で
は
簡
易
検
査
や
精
密
検

査
の
費
用
の
負
担
を
な
く
す
制
度
が

で
き
、
早
期
発
見
が
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

タ
ー
」
に
相
談
す
る
な
ど
、
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

ま
た
、
毎
日
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
を

鳴
ら
し
て
、「
元
気
で
す
か
」
と
顔

を
あ
わ
せ
安
否
確
認
を
し
た
り
、
ご

み
出
し
や
買
い
物
の
お
手
伝
い
、
出

会
っ
た
と
き
に
優
し
く
声
を
か
け
る

こ
と
な
ど
が
地
域
住
民
と
し
て
の
応

援
に
な
り
ま
す
。地
域
の
役
員
や「
あ

ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
」
な
ど

と
情
報
共
有
し
て
、〝
人
と
人
の
つ

な
が
り
〟
の
中
で
解
決
法
を
見
出
し

て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

介
護
保
険
証
と
と
も
に
郵
送
す
る

と
、
主
治
医
の
意
見
聴
取
（
事
前
に

相
談
し
申
請
す
る
旨
を
伝
え
て
お

く
）
や
、
訪
問
調
査
を
経
て
訪
問
調

査
を
経
て
、「
要
支
援
1
・
2
」「
要

介
護
1
～
5
」「
非
該
当
」
が
1
カ

月
～
1
カ
月
半
程
度
で
決
定
さ
れ
ま

す
。主

治
医
へ
の
相
談
や
訪
問
調
査
の

際
に
は
、
日
頃
の
言
動
な
ど
を
メ
モ

し
て
渡
す
な
ど
、
何
が
で
き
な
い
か

を
具
体
的
に
示
す
こ
と
が
大
切
で

す
。「

該
当
」
に
な
れ
ば
、「
要
支
援

1
・
2
」「
要
介
護
1
～
5
」
の
段

階
に
応
じ
て
、
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
の
種
類
や
回
数
等
が
異
な
り
ま
す

が
、保
険
制
度
に
よ
り
1
割
負
担（
高

額
所
得
者
は
3
割
負
担
）
だ
け
で

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
範
囲
を
超
え
る
と
10
割
自
己
負

担
）。

　

ま
た
、
施
設
入
所
の
「
施
設
」
と

し
て
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
特
養
）
や
老
人
保
健
施
設
（
老

健
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
の
が
よ
い
か
に
つ
い
て
は
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
聞
き
取
り
、
整

理
し
、
提
案
し
て
く
れ
ま
す
が
、
最

終
的
に
決
め
る
の
は
、
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
人
に
な
り
ま
す
。

高
額
に
な
っ
た
場
合
、
上
限
を
超

え
た
金
額
が
後
か
ら
支
給
さ
れ
る

「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
支
給
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。（
1
世
帯
あ
た
り
の

上
限
額
は
月
4
4
,
0
0
0
円
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
は
2
4
,
6
0
0

円
）ま

た
、
市
民
税
が
非
課
税
で
貯
金

も
少
な
い
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
で
は
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
施
設
入
所
時
の

食
事
代
や
部
屋
代
（
こ
れ
ら
に
は
介

護
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
）
を
軽

減
す
る
「
負
担
限
度
額
認
定
制
度
」

も
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
の
制
度
も
利
用
す
る
際
に

は
区
役
所
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

「
え
が
お
の
窓
口
」
は
、「
指
定
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
」
の
こ
と
で
、

西
区
内
に
も
多
く
の
“
窓
口
”
が
あ

り
ま
す
。

介
護
認
定
が
「
要
介
護
」
と
な
れ

ば
、「
え
が
お
の
窓
口
」
と
契
約
し
、

専
門
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
つ
い

て
も
ら
い
ま
す
。
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介
護
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
）

を
受
け
れ
ば
良
い
の
か
の
提
案
や
、

各
施
設
の
紹
介
な
ど
は
、
こ
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
し
て
く
れ
ま
す
。

介
護
認
定
が
「
要
支
援
」
の
場

合
は
、「
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
」
と
契
約
し
、
こ
ち
ら
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
相
談
等
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。「
要
介
護
」
の
場

合
の
「
え
が
お
の
窓
口
」
の
紹
介
な

ど
も
、「
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
」
で
し
て
も
ら
え
ま
す
。

高
齢
者
の
4
人
に
1
人
が
認
知
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
本
人
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
世
話
を
す
る
家
族
や
子
供
世

代
も
大
変
に
な
っ
て
き
ま
す
。
竹
の
台
地
域
で
も
9
人
に
1
人

が
75
歳
以
上
、
丁
目
別
（
図
2
）
で
は
、
多
い
と
こ
ろ
で
75
歳

以
上
人
口
が
2
3
.
4
％
で
し
た
。

そ
こ
で
、
竹
の
台
地
域
委
員
会
で
は
、
平
成
30
年
6
月
か
ら

「
め
ざ
せ
！
H
a
p
p
y
1
0
0
年
人
生
」
と
題
し
た
「
高
齢

に
か
か
わ
る
勉
強
会
」
を
各
分
野
の
専
門
家
を
お
招
き
し
、
こ

れ
ま
で
20
回
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、「
認
知
症
」
は
避

け
ら
れ
な
い
“
病
（
や
ま
い
）
”
と
な
っ
て
き
ま
す
が
、
地
域

で
情
報
共
有
に
努
め
、
個
人
と
し
て
、
ま
た
地
域
全
体
と
し

て
『
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
』
を
進
め
、

正
し
い
知
識
を
持
っ
て
、こ
れ
か
ら
の
社
会
に
対
応
で
き
る
「
ま

ち
」
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
15
回　
神
戸
市
出
前
ト
ー
ク

「
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
へ
」
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え
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第
1
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認
知
症
基
礎
編

保存版①
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齢
に
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か
わ
る
勉
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会

図（1）竹の台の年齢別人口

図（1）図（2）神戸市住民基本台帳より（2020 年 1月）

図（2）竹の台の丁目別 75 歳以上人口割合
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（
第
14
回
、
第
16
回
、
第
18
回 
実
施
）

加
齢
と
と
も
に
神
経
伝
達
物
質
が

減
少
し
、
脳
内
で
情
報
が
伝
わ
り
に

く
く
な
る
の
で
、
誰
で
も
い
つ
か
は

認
知
症
に
な
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
そ
の
発
症

年
齢
に
は
大
き
な
個
人
差
が
あ
り
、

「
発
症
や
進
行
を
遅
ら
せ
る
た
め
の

予
防
」
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

予
防
に
は
脳
内
の
血
流
を
上
げ
る

こ
と
が
重
要
で
、
人
と
ふ
れ
あ
う
な

ど
の
会
話
や
刺
激
が
効
果
的
で
す
。

一
般
に
高
齢
に
な
る
と
、
足
腰
が

痛
く
な
り
、
外
出
が
減
っ
て
、
閉
じ

こ
も
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す

る
と
、
刺
激
が
減
っ
て
生
活
の
リ
ズ

ム
も
狂
い
、
認
知
症
に
な
り
や
す
く

な
る
と
い
え
ま
す
。

認
知
機
能
が
衰
え
る
と
、

①
寝
つ
き
が
悪
く
な
っ
た
り
、
眠
り

が
浅
く
な
っ
た
り
す
る

②
味
覚
や
痛
覚
、
嗅
覚
が
鈍
く
な
る

（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
症
で
は
特
に
匂

い
が
分
か
ら
な
く
な
る
）

③
う
ま
く
歩
け
な
く
な
っ
た
り
、
寝

た
き
り
の
状
態
に
な
る

④
気
持
ち
が
落
ち
込
ん
だ
り
、
何
か

を
す
る
の
が
お
っ
く
う
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
る

⑤
立
ち
眩
み
や
脈
拍
が
不
安
定
に

な
っ
た
り
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
起

こ
り
ま
す
。

認
知
症
一
歩
手
前
の
M
C
I
（
軽

度
認
知
障
害
）
は
、

①
物
忘
れ
の
訴
え
が
本
人
や
家
族
か

④
認
知
症
の

　
　
　

進
行
と
症
状

ら
認
め
ら
れ
る

②
客
観
的
に
1
つ
以
上
の
認
知
機
能

の
障
害
（
記
憶
や
見
当
識
（
時
間
や

場
所
な
ど
の
認
識
）
）
が
認
め
ら
れ

る③
日
常
生
活
は
正
常
に
で
き
る

と
い
う
状
態
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
4
人
に
1
人
が
該
当
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

M
C
I
の
状
態
は
や
が
て
認
知
症

へ
進
行
し
て
い
く
の
で
、
進
行
を
遅

ら
せ
る
た
め
に
は
『
運
動
』
と
『
食

事
』
が
大
切
で
す
。

進
行
を
遅
ら
せ
る
薬
も
あ
り
ま
す

が
、
効
か
な
い
場
合
も
多
い
の
で
、

飲
む
か
ど
う
か
は
医
師
の
判
断
に
な

り
ま
す
。

早
め
に
専
門
家
の
診
断
を
受
け
る

方
が
、
本
人
も
家
族
も
安
心
で
き
早

期
治
療
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
薬
を
飲
む
と
一
旦
症
状
は

改
善
し
ま
す
が
、
そ
の
後
、
緩
や
か

に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。こ
の
と
き
、

飲
む
の
を
や
め
る
と
初
め
か
ら
飲
ま

な
か
っ
た
と
き
と
同
様
の
状
況
ま
で

急
激
に
進
行
す
る
の
で
、
飲
み
忘
れ

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
お

薬
カ
レ
ン
ダ
ー
」
な
ど
を
使
っ
て
、

周
り
の
人
が
フ
ォ
ー
ロ
ー
し
て
あ
げ

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

認
知
症
の
初
期
に
は
、
家
の
整
理

が
で
き
ず
に
生
活
リ
ズ
ム
が
狂
っ
た

り
し
ま
す
（
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で

人
に
よ
っ
て
異
な
る
）。
本
人
も
周

り
の
人
も
認
め
た
く
な
い
気
持
ち
が

働
く
の
で
、
鬱
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

初
め
は
物
が
な
い
と
探
し
回
っ
た

り
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
症

状
が
進
む
と
、
季
節
が
分
か
ら
な
く

な
っ
た
り
、
ト
イ
レ
の
場
所
が
分
か

ら
な
く
な
っ
た
り
し
て
き
ま
す
。
料

理
の
味
付
け
が
無
茶
苦
茶
に
な
る
、

あ
る
の
に
同
じ
も
の
を
買
う
、
買
い

物
を
し
て
も
お
金
を
払
わ
な
い
（
払

う
こ
と
を
忘
れ
る
）
な
ど
、
人
に
よ

り
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
き

ま
す
。

加
齢
に
伴
う
「
普
通
の
物
忘
れ
」

は
、
部
分
的
に
思
い
出
せ
な
く
な
る

だ
け
で
忘
れ
た
こ
と
を
認
識
で
き
て

い
る
の
で
す
が
、
認
知
症
の
物
忘
れ

で
は
、
体
験
し
た
こ
と
を
ス
ッ
ポ
リ

忘
れ
、
そ
の
こ
と
（
忘
れ
て
い
る
こ

と
）
自
体
を
認
識
で
き
な
い
状
態
と

な
り
ま
す
。

（
第
1
、2
回
、第
15
回
、第
16
回 

実
施
）

神
戸
市
で
は
、
認
知
症
対
策
に
特

化
し
た
「
認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が
平
成
30
年
4

月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

条
例
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
早
期
診
断
体

制
の
確
立
」
と
「
認
知
症
の
人
が
起

こ
し
た
事
故
に
関
す
る
救
済
制
度
の

創
設
」
で
す
。

「
早
期
診
断
」
の
第
一
段
階
は
、

地
域
の
医
療
機
関
（
竹
の
台
で
は
岡

村
医
院
と
浅
野
医
院
）
で
の
簡
易
検

査
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
B
12
欠
乏
症
や

甲
状
腺
機
能
の
低
下
な
ど
、
認
知
症

と
似
た
症
状
の
出
る
病
気
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
早
期
発
見
に
よ
り

直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

早
め
に
受
診
す
る
こ
と
で
、

①
本
人
の
意
思
を
尊
重
で
き
る

②
進
行
の
抑
制
に
努
め
ら
れ
る

と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

65
歳
以
上
の
人
は
年
に
1
回
、

電
話
で
神
戸
市
（
総
合
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
3
3
3-

3
3
3
0
）
に
申
し

込
め
ば
、
無
料
の
受
診
券
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
指
定
の
医
療

機
関
に
受
診
の
予
約
を
し
ま
す
。

簡
易
検
査
は
、

①
日
時
・
場
所
・
数
値
計
算
な
ど
で

の
認
知
機
能
の
チ
ェ
ッ
ク

②
問
診
票
で
の
生
活
へ
の
支
障
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど

に
よ
り
客
観
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

認
知
症
な
ど
の
疑
い
が
あ
る
と
判

定
さ
れ
る
と
、
当
医
療
機
関
か
ら
の

紹
介
状
に
よ
り
、
第
二
段
階
の
精
密

検
査
（
竹
の
台
近
辺
で
は
西
神
戸
医

療
セ
ン
タ
ー
）
に
進
み
ま
す
。

精
密
検
査
で
は
頭
部
の
C
T
や

M
R
I
の
画
像
検
査
な
ど
に
よ
り
、

認
知
症
の
有
無
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
、
血
管
性
等
の
病
名
ま
で
）
と
、

軽
度
認
知
障
害
（
M
C
I
）
に
分
け

て
診
断
を
行
い
ま
す
。
検
査
費
用
の

自
己
負
担
分
は
、
後
日
、
全
額
助
成

（
第
2
回
、
第
5
回
、
第
15
回 

実
施
）

認
知
症
（
気
味
）
の
人
が
増
え
、

本
人
だ
け
で
な
く
、
回
り
で
も
困
っ

て
い
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
あ
ん

し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
へ
も
様
々

な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
族
か
ら
の
相
談

　

家
族
か
ら
の
相
談
事
例
で
は
、
急

に
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
、
家
事
を
し

な
く
な
っ
た
、
味
付
け
が
お
か
し
く

な
っ
た
な
ど
の
言
動
や
行
動
の
変
化

が
多
い
の
で
す
が
、
卵
を
毎
日
買
っ

て
く
る
、
散
ら
か
っ
て
い
る
か
ら
家

こ
の
よ
う
な
方
を
ま
ち
で
見
か
け
た

と
き
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
、

①
「
気
づ
い
て
あ
げ
る
」
、
「
声
を

か
け
て
あ
げ
る
」
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、

②
声
を
か
け
る
と
き
は
、
安
心
さ

せ
、
落
ち
着
か
せ
る
よ
う
に
、
顔
を

見
な
が
ら
声
を
か
け
る
、

③
「
ど
こ
い
く
の
？　

暑
い
の
に
ど

う
し
た
ん
？　

こ
の
辺
に
知
っ
て
い

る
人
は
い
る
の
？
」
な
ど
、
優
し
く

声
を
か
け
る
、

④
必
要
に
応
じ
て
、
自
分
の
家
で
休

ま
せ
る

な
ど
、
安
全
面
に
気
を
配
っ
た
う
え

で
警
察
な
ど
に
連
絡
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

西
区
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
「
み
ま

も
ん
」
は
、
地
域
の
協
力
者
に
メ
ー

ル
を
送
り
、
徘
徊
者
の
情
報
を
求
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
地
域
の
皆
さ
ん

に
登
録
（http

s://w
w
w
.n
is

hiw
e
l.or.jp

/sos
/

）
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
徘
徊
の
可

能
性
の
あ
る
方
を
事
前
に
登
録
し

て
、
警
察
や
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー
で
情
報
共
有
す
る
「
高
齢
者

安
心
登
録
事
業
」
も
あ
り
ま
す
。

神
戸
市
の
「
事
故
救
済
制
度
」
は
、

精
密
検
査
で
認
知
症
と
診
断
さ
れ
、

事
故
救
済
制
度
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
人
を
対
象
に
保
険
に
加
入
（
保
険

料
は
市
が
負
担
）
し
、
本
人
や
家
族

さ
れ
ま
す
。
そ
の
手
続
は
病
院
で
で

き
、こ
の
と
き
に
「
事
故
救
済
制
度
」

へ
の
申
し
込
み
も
行
い
ま
す
。

心
配
な
家
族
が
「
認
知
症
の
検
査

な
ど
絶
対
に
受
け
た
く
な
い
」
と

言
っ
て
い
る
場
合
は
、「
神
戸
市
が

高
齢
者
に
勧
め
て
い
る
無
料
の
健
康

診
断
が
あ
る
の
で
一
緒
に
行
こ
う
」、

「
主
治
医
の
〇
〇
先
生
が
言
う
て
る

か
ら
、
一
度
、
健
康
診
断
を
し
て
も

ら
お
う
」
な
ど
と
誘
っ
て
み
る
の
も

一
案
で
す
。
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー
で
は
、
医
療
的
な
こ
と
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
相
談
に

乗
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■神戸市
認知症の人にやさし
いまち「神戸モデル」

に
来
る
な
と
言
う
、
客
が
来
て
い
な

い
の
に
来
て
い
る
と
言
う
な
ど
の
事

例
も
あ
り
ま
す
。

盆
や
正
月
明
け
に
は
、
遠
方
に
住

ん
で
い
る
「
1
人
暮
ら
し
」
や
「
夫

婦
と
も
に
認
知
症
」
の
親
に
つ
い
て

の
子
供
世
代
か
ら
の
相
談
が
多
く
な

り
ま
す
。
遠
く
の
親
族
よ
り
、
近
所

の
声
か
け
な
の
で
、
親
に
は
で
き
る

だ
け
近
所
の
人
と
仲
良
く
し
て
も
ら

い
、
帰
省
し
た
時
に
近
所
の
人
や
そ

の
地
域
の
民
生
委
員
な
ど
に
お
願
い

し
て
お
く
こ
と
く
ら
い
し
か
ア
ド
バ

イ
ス
で
き
な
い
の
が
実
情
で
す
。

住
民
か
ら
の
相
談

住
民
か
ら
の
相
談
事
例
で
は
、
部

屋
が
分
か
ら
な
く
て
マ
ン
シ
ョ
ン
の

周
り
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
、
ス

リ
ッ
パ
や
パ
ジ
ャ
マ
で
う
ろ
う
ろ
し

て
い
る
、勝
手
に
近
所
の
家
に
入
る
、

毎
日
大
量
の
買
い
物
を
し
て
い
る
な

ど
の
事
例
が
あ
り
ま
す
。

警
察
か
ら
の
相
談

警
察
か
ら
の
相
談
も
増
え
て
い
ま

す
。
一
つ
は
「
徘
徊
」。
名
前
は
言

え
て
も
住
所
が
言
え
な
い
人
な
ど
が

警
察
に
保
護
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
に
情

報
が
あ
る
か
と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
「
妄
想

に
よ
る
通
報
」。
家
に
人
が
押
し
か

け
て
く
る
な
ど
の
通
報
が
警
察
に

入
っ
た
も
の
の
、
そ
の
よ
う
な
事
実

は
な
く
、
職
員
が
行
く
ま
で
警
察
官

が
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
と
い
う
事

例
も
増
え
て
い
ま
す
。

銀
行
か
ら
の
相
談

銀
行
か
ら
は
、
何
回
も
通
帳
の
再

発
行
に
訪
れ
、
あ
げ
く
銀
行
員
が
金

を
盗
ん
だ
と
言
わ
れ
て
困
っ
た
と
い

う
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

病
院
か
ら
の
相
談

病
院
か
ら
は
、
健
康
保
険
の
適
用

関
係
が
理
解
で
き
ず
支
払
い
が
で
き

な
い
と
い
っ
た
相
談
や
、
病
気
で
入

院
が
必
要
に
な
っ
た
認
知
症
気
味
の

ご
主
人
か
ら
、「
妻
が
認
知
症
な
の

で
入
院
で
き
な
い
」
と
入
院
を
拒
否

さ
れ
、困
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

認知症に関する総合電話相談を受けるのは 

「こうべオレンジダイヤル」  
078-262-1717

土日祝日などを除く 9：00 ～ 17：00

が
損
害
賠
償
請
求
さ
れ
た
場
合
、
保

険
金
か
ら
支
払
う
と
い
う
制
度
で

す
。
さ
ら
に
認
知
症
の
人
が
起
こ
し

た
事
故
で
被
害
を
受
け
た
人
に
「
見

舞
金
」を
支
払
う
制
度
も
あ
り
ま
す
。

事
故
を
起
こ
し
た
と
き
は
、

認
知
症
事
故
救
済
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
24
時
間
3
6
5
日
対
応

0
1
2
0-

2
5
9-

3
1
5

【
じ（
2
）こ（
5
）き
ゅ
う（
9
）

さ（
3
）い（
1
）こ（
5
）う
べ
】

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
G
P
S
に
よ
る
居
場

所
探
し
や
駆
け
つ
け
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
（
有
料
）
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
号
で
は
、

・
認
知
症
予
防

・
高
齢
者
向
け
住
宅
と
施
設

・
財
産
の
管
理
と
引
継
ぎ

 

に
つ
い
て
掲
載
し
た
い
と

 

思
い
ま
す
。

■各回の詳細議事録は
竹の台地域コミュニ
ティサイト
　「各種ファイル」に

お
薬
カ
レ
ン
ダ
ー

曜
日
や
朝
・
昼
・
夜
毎
に
ポ
ケ
ッ
ト
が

つ
い
て
い
ま
す

第
2
章　

　
認
知
症
中
級
編

⑤
認
知
症
の
診
断

⑥
認
知
症
に
関
す
る

　

相
談
や
対
応
の
事
例

認
知
機
能
が
衰
え
る
と

 

予
防
す
る
に
は
？

あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
へ
の
相
談
事
例

軽
度
認
知
症
っ
て
？

 

認
知
症
の
症
状

西
区
徘
徊
S
O
S
ネ
ッ
ト

神
戸
市
の
事
故
救
済
制
度

ま
ち
で
見
か
け
た
と
き
は

 

発
症
年
齢
に
は

　
　
　
　
　

個
人
差
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スポーツ 21 竹の台クラブ
会員募集

クラブの新しい仲間に加わり、体力づくりにチャレン
ジしてみませんか。興味のある方、見学したい方はお
気軽に各クラブの連絡先の方までお問合せください。　

西神少年団野球部

竹の台卓球クラブ

西神戸ラグビースクール

グランドゴルフクラブ

竹の台バドミントンクラブ竹の台ソフトボール部

ママさんバレーボール

9 人制バレー（皮）＜美竹SC＞

漫画作者募集
今号は西神中1年”ユイP”さんの

作品です。作品募集中。作品作成の

際は、裏も白い紙に、黒のサインペ

ンではっきりと書いてくださいね。 ≪活動日時≫
毎週土・日曜日
・祝日　午前

≪活動場所≫
竹の台小グラウンド
                                                  他
≪対象者≫
竹の台小児童
美賀多台児童
≪部員数≫　40 名
≪活動費≫　2500 円（1・2 年生 1500 円）
≪連絡先≫　4 年生以下
　　　　　　中嶋（TEL090-5244-9200)

≪活動日時≫
毎週日曜日
午後 1 時 30 分から
2 時間半程度（変更あり）
≪活動場所≫
竹の台小グラウンド他

（幼児・小学生）
県立星陵高校グラウンド他

（中学生）
≪対象者≫　幼児・小学生・中学生
≪活動費≫　年 12000 円（半期ごとに 6000 円納入）
≪連絡先≫　メール nishikobers1989 ＠ yahoo.co.jp
　　　　　　　　URL:http://nishikobers.web.fc2.com/

≪活動日時≫
毎週土曜日　午前

≪活動場所≫
竹の台小グラウンド

≪対象者≫　大人

≪定員数≫　24 名

≪活動費≫　月 200 円

≪連絡先≫　矢後（TEL991-3748)

≪活動日時≫
毎週日曜日　
4 月～ 10 月
　11 時～ 13 時
11 月～ 3 月
　10時45分～12時30分

≪活動場所≫
竹の台小グラウンド他

≪対象者≫　学生～大人
≪部員数≫　15 名　　≪活動費≫　年間 3000 円
≪連絡先≫　横田（TEL991-3981)

≪活動日時≫
毎週土曜日　
午後6時30分～8時30分

≪活動場所≫
竹の台小体育館

≪対象者≫　18 歳以上
　　　　　　男女

≪部員数≫　10 名
≪活動費≫　年間 2300円（お試し 2 か月 500 円）

≪連絡先≫　大西（TEL991-7529)

≪活動日時≫
毎週火曜日　
午後7時～8時30分

≪活動場所≫
竹の台小体育館

≪対象者≫　
大人の女性

≪部員数≫　9 名
≪活動費≫　月 100円
≪連絡先≫　早川（TEL992-8790)

≪活動日時≫
毎週火・木曜日　
午後6時45分
　～8時30分

≪活動場所≫
竹の台小体育館他

≪対象者≫　西神中学校区主婦の方

≪部員数≫　15 名　　≪活動費≫　月 1000円
≪連絡先≫　土師（はじ）（TEL090-5897-2397)

≪活動日時≫
毎週土曜日　
午後1時～3時
毎週日曜日
午前10時～12時

≪活動場所≫
竹の台小体育館

≪対象者≫　小学生
　　　～成人男女
　　　小学生は保護者同伴
≪部員数≫　18 名
≪活動費≫　月 500 円 +年 3000 円
≪連絡先≫　米田    （TEL080-2921-6130）

ただいま、定員オーバーのため募集は休止にしています。シニアばかりのチームですが、みんな元気いっぱいです。

一緒に楽しく体を動かしましょう。入部心よりお待ちしています。

皆で楽しく活動をしています。お気軽にご参加ください。

子どもたちの健全育成を目的にしています。仲間作り
や体力作りを楽しみましょう！

初心者をはじめそれぞれ自分に合ったレベルで楽しん
でいます。見学・入部は随時受付

若手から年配まで楽しくソフトボールをやっています！
　　　　　　　　　部員募集中！

3
月
3
日
（
火
）
～
15
日
（
日
）

ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
竹
の
台
小
学

校
、
西
神
中
学
校
が
閉
校
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
措
置
に
伴
い
、
竹
の
台
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
所
管
す
る
神
戸
市

の
市
民
参
画
推
進
局
と
児
童
館
を
所

管
す
る
こ
ど
も
家
庭
局
と
が
協
議
の

上
、
西
区
役
所
を
通
じ
、
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
児
童
館
の
学
童
保
育
の

子
ど
も
た
ち
に
貸
出
し
て
欲
し
い
と

の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

幸
い
、
期
間
中
の
学
童
保
育
に
来

る
子
ど
も
た
ち
の
数
は
普
段
の
半
分

程
で
す
が
、
少
し
で
も
広
く
場
所
を

使
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

竹
の
台
地
域
で
は
、
福
祉
セ
ン

　　ご存知ですか？遺言書の保管制度が新設されます　　　
　～連載 5 ～　　　　

こんにちは、高齢対策専門の司法
書士仲島拓郎です。

令和２年７月１０日から法務局が
遺言書を預かる制度が始まります。

「それがどうした！？」と思われる
方もいるかもしれません・・・。まぁ、
そう言わず聞いてください。

この制度が専門職の間で注目され
るのには理由があります。認知症や
相続といった高齢に関わる問題に接
していると、「せめて遺言書が一通
あれば・・・」という場面が、よく
出てくるのです。どういう方に遺言
書が必要なのかは前回の連載で触れ
ていますので、気になる方はご参照
ください。

これから高齢化が進む中で遺言書
の必要性は高まってくるでしょう。
確実性と安全性の点から、公正証書
で遺言書を作成することをお勧めし
ます。しかし、普通は公証役場など
馴染みがないでしょう。では法務局
は馴染み深いのかという問題は置い
ておきましょう。いずれにしても、
これまでより選択肢が増えることは
確実です。

主なメリットは２つあります。
①費用が安いこと
②手間が減ること。
今のところ法務局による遺言書保

管の手数料は公表されていません。

しかし、公証役場よりは安くなるは
ずです。また証人が不要となる点も
使いやすいです。少なくとも、たん
すや仏壇にしまっておくよりは、は
るかに良いのは間違いないでしょ
う。法務局による遺言書の保管制度
が、実際にどれだけ普及するのかは、
これからの運用に注目していきたい
ところです。

全６回の連載も次で最後となりま
す。これまでの内容をふりかえると、
全く収まらないと思うので止めてお
きます。

次回は、遺言書をはじめとする、
相続などによる財産の引きつぎや認
知症対策についての全体の考え方に
触れます。ひとことで言えば、「は
みがきと同じ」です。

事前の相続・認知症対策　
「神戸・親の高齢対策サポート」  
               nakajima-takuro.com
仲島司法書士事務所
 神戸市垂水区霞ヶ丘 6-7-14
 078-223-9736　　
Email:w21st2001@gmail.com

タ
ー
の
他
、
た
け
の
パ
ー
ク
も
神
戸

市
の
指
導
に
よ
り
、
閉
館
と
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
予
定
し
て
い
た
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
の
行
事
も
中
止
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
期
間
中
、
ま
ち
か
ら
子
ど
も

た
ち
の
声
が
消
え
、
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ

ン
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な

様
子
で
す
。

い
つ
ま
で
、
こ
の
状
態
が
続
く
の

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
一
日
も
早
く

も
と
の
「
竹
の
台
地
域
」
に
戻
る
よ

う
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

児
童
館
学
童
保
育
に

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
貸
出
し
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
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情
報
提
供
・
投
稿

　

お
ま
ち
し
て
ま
～
す

編

集

後

記

こ
の
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
３
月

９
日
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

ま
だ
全
盛
期
。
巷
で
は
マ
ス
ク
は
お
ろ

か
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
は
た
ま

た
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
ま
で
ス
ー
パ
ー

や
薬
局
の
陳
列
棚
か
ら
消
え
る
始
末
。

今
朝
も
西
神
中
央
駅
前
の
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し

た
。
こ
の
光
景
に
既
視
感
が
あ
る
人
も

多
い
は
ず
（
年
齢
が
バ
レ
ま
す
が
）。

昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）
の
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
当
時
私
は
小
学
校

低
学
年
で
、
し
か
も
自
宅
は
ま
だ
水
洗

ト
イ
レ
で
は
な
く
、「
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
」
な
ど
と
言
う
「
洒
落
た
」
紙
も

使
っ
て
い
な
か
っ
た
（
い
わ
ゆ
る
「
便

所
紙
」
と
い
う
や
つ
）
こ
と
と
、
母
親

が
、
い
わ
ゆ
る
戦
時
中
か
ら
戦
後
の
モ

ノ
の
無
い
時
代
を
生
き
て
き
た
人
で
、

な
け
れ
ば
何
と
か
な
る
（
す
る
）
と
い

う
強
い
信
念
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
騒

動
と
は
無
縁
で
し
た
。
先
日
電
話
で
母

と
こ
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、「
い
や
ー
、

・
紙
面
充
実
の
た
め
、
み
な
さ
ま
の

投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。
地
域
の
で

き
事
、
詩
歌
、
感
想
、
問
題
提
起
、

身
近
な
疑
問
、
何
で
も
結
構
で
す
。

・
漫
画
作
者
募
集

　

小
中
高
生
ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
。

　
新
聞
製
作
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　

ご
連
絡
は
、
下
記
ま
で
。

①
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

F
A
X　
9
9
2
ー
6
8
8
9

（
9
時
～
12
時　
火
曜
日
は
休
館
）

②
竹
の
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト

http://takenodai.net

（「
竹
の
台
」
で
検
索
）

　

お
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
か
ら

当
時
６
畳
一
間
い
っ
ぱ
い
に
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
を
買
い
込
ん
だ
人
が
い
て

ね
ー
。
そ
の
人
は
今
で
も
そ
の
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
使
っ
て
る
ん
だ
っ

て
。」
私
「
・
・
・
？
？
。
！
！
！
」。

当
時
し
こ
た
ま
買
い
込
ん
だ
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
を
、
今
だ
に
使
っ
て
い
る

人
が
い
る
？
そ
り
ゃ
、腐
ら
な
い
け
ど
、

紙
質
も
悪
い
し
、
転
売
も
で
き
な
い
だ

ろ
う
。
し
か
も
６
畳
一
間
が
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
の
た
め
に
５
０
年
近
く
塞

が
れ
て
い
た
な
ん
て
。
悲
劇
で
あ
り
、

喜
劇
で
あ
る
。
不
安
に
な
る
の
は
わ
か

り
ま
す
が
、
不
安
に
駆
ら
れ
て
一
生
分

の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
買
う
こ
と

で
、
困
る
人
や
、
つ
ら
れ
る
人
が
い
る

こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
も
の
で
す
。

そ
れ
よ
り
も
、
災
害
時
や
感
染
症
に

備
え
て
普
段
か
ら
備
蓄
を
し
て
お
く
事

（
厚
生
労
働
省
は
新
型
イ
ン
フ
ル
な
ど

の
感
染
症
に
備
え
て
「
２
週
間
の
備
蓄

を
」と
啓
発
し
て
い
ま
し
た
。）や
、困
っ

た
時
に
助
け
あ
え
る
関
係
を
普
段
か
ら

作
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ご
家
庭

の
危
機
管
理
対
策
に
つ
い
て
一
度
話
し

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　

５
丁
目　

N
・
H

ツイッターもあります。タケくんが
つぶやくよ！フォローしてくださいね。

フェイスブックは「竹の台地域委員会」で
色々な情報発信をしています！

http://twitter.com
/takenodai

https://www.facebook.
com/takenodai

スマホでつながる竹の台情報！  検索または2次元バーコードから

facebook twitter
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3
月

4
月

5
月

缶・びん・ペットボトル容器包装プラスチック燃えるごみ 燃えないごみ
※注意：混ぜないで！　燃えないごみと、カセットボンベ・スプレー缶は別の袋でお願いします。

カセットボンベ・スプレー缶

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

  

 

●中公園掃除  

●西公園掃除  

●西公園掃除  

●西公園掃除  

●西公園掃除  

●北公園掃除  

●中公園掃除  

●みどりの日  

●北公園掃除  

●母の日  

●北公園掃除  

●中公園掃除  

●地蔵公園掃除  

●地蔵公園掃除  

●地蔵公園掃除  

●防コミ総会  
●地蔵公園掃除  

●小学校離任式  

●小学校卒業式  

●小中始業式  
●中学校離任式  

  

   

 

  

●北公園掃除  

●小中入学式  

●バンブークラブ
(高齢者食事会） 

●おやじの会  

●おやじの会  

●おやじの会  

●竹の台小運動会  

●小学校施設開放
　　　運営委員会総会  

●子育てサロン  

●昭和の日  

●こどもの日  ●振替休日  

●バンブークラブ
（高齢者食事会） 

●中公園掃除  ●西神NT6防コミ 合同
　防災リーダー研修会 
　（美賀多台小学校）

●憲法記念日  

●竹の台地域委員会総会  

●西区みどりと太陽のまつり  

●子育てサロン 

コミュニティ喫茶たけのパーク休業（5月3日～5月6日）

●第21回Happy100年人生  

●第22回Happy100年人生  

西神中トライやる（5月25日～5月29日）


